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【手続補正書】
【提出日】令和2年5月14日(2020.5.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　送信データを通信相手装置に送信する通信装置であって、
　前記通信相手装置からウィンドウサイズの情報を取得する取得手段と、
　前記ウィンドウサイズに基づいて、前記送信データを前記通信相手装置に送信する際の
送信データサイズを決定する決定手段と、
　前記決定された送信データサイズが所定のサイズを超える場合と超えない場合とで、前
記送信データに対するヘッダを異なる方法で生成し前記送信データをパケット化して送信
パケットを生成するパケット生成手段と、
有することを特徴とする通信装置。
【請求項２】
　前記送信データに対するヘッダ情報を生成するヘッダ情報生成手段を更に有し、
　前記決定された送信データサイズが前記所定のサイズを超えており、前記送信データが
前記所定のサイズに分割されている場合、前記パケット生成手段は、前記ヘッダ情報生成
手段により生成されたヘッダ情報から前記所定のサイズの各セグメントに対するヘッダを
生成して前記各セグメントを連結してパケット化して前記送信パケットを生成することを
特徴とする請求項１に記載の通信装置。
【請求項３】
　前記送信データを前記所定のサイズに分割する分割手段を更に有し、
　前記決定された送信データサイズが前記所定のサイズを超えており、前記送信データが
前記所定のサイズに分割されていない場合、前記分割手段は前記送信データを前記所定の
サイズのセグメントに分割し、前記パケット生成手段は、前記ヘッダ情報生成手段により
生成されたヘッダ情報から前記分割手段により生成された各セグメントに対するヘッダを
生成して前記各セグメントを連結してパケット化して前記送信パケットを生成することを
特徴とする請求項２に記載の通信装置。
【請求項４】
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　前記決定された送信データサイズが前記所定のサイズを超えていない場合、パケット生
成手段は、前記送信データに対してヘッダを生成してパケット化して前記送信パケットを
生成することを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の通信装置。
【請求項５】
　前記パケット生成手段により生成された前記送信パケットに対して所定のセキュリティ
処理が必要かを判定する判定手段と、
　前記判定手段により前記所定のセキュリティ処理が必要と判定された場合に、前記送信
パケットに対して前記所定のセキュリティ処理を施す処理手段と、を更に有することを特
徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の通信装置。
【請求項６】
　前記パケット生成手段により生成された前記送信パケットを送信する通信手段を更に有
することを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の通信装置。
【請求項７】
　前記処理手段により前記所定のセキュリティ処理が施されたパケットを送信する通信手
段を更に有することを特徴とする請求項５に記載の通信装置。
【請求項８】
　前記通信手段を少なくとも２つ有し、それぞれが異なるネットワークに接続されること
を特徴とする請求項６または７に記載の通信装置。
【請求項９】
　前記取得手段は、前記通信手段によるパケットの送信に応答して前記通信相手装置から
前記通信手段により受信された確認応答に含まれる前記所定のウィンドウサイズの情報を
取得することを特徴とする請求項６から８のいずれか１項に記載の通信装置。
【請求項１０】
　前記所定のサイズは、前記通信装置と前記通信相手装置との通信に使用される通信プロ
トコルにより決定されるサイズであることを特徴とする請求項１から９のいずれか１項に
記載の通信装置。
【請求項１１】
　送信データを通信相手装置に送信する通信装置の制御方法であって、
　前記通信相手装置からウィンドウサイズの情報を取得する取得工程と、
　前記ウィンドウサイズに基づいて、前記送信データを前記通信相手装置に送信する際の
送信データサイズを決定する決定工程と、
　前記決定された送信データサイズが所定のサイズを超える場合と超えない場合とで、前
記送信データに対するヘッダを異なる方法で生成し前記送信データをパケット化して送信
パケットを生成するパケット生成工程と、
有することを特徴とする通信装置の制御方法。
【請求項１２】
　コンピュータを、請求項１から１０のいずれか１項に記載の通信装置として機能させる
ためのプログラム。
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